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研究成果の概要（和文）：	 本研究は、「ハード面（建築）が人間の行動に及ぼす影響の解明」

に重きをおいている。そして、学校建築における柱、クラスターの形、大階段・アルコーブな

どの空間装置を対象とし、様々な空間構成要素ごとに、その形状、断面の大きさ、素材、配置

方法、配置場所によって多角的に各空間を捉えることで、より空間利用者の立場にそった計画

指針を提示した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study focuses on "the effects on human behavior of 
architecture". As a result, on this research proposes space planning for users, through 
capturing the cross-section, material, and placement method of the each spatial elements 
such as space device, pillars, and the form of clusters from various perspectives. 
 
交付決定額 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	 計 
2011 年度	 1,000,000	 300,000	 1,300,000	 

2012 年度	 900,000	 270,000	 1,170,000	 

年度	 	 	 	 

年度	 	 	 	 

年度	 	 	 	 

総	 計	 1,900,000	 570,000	 2,470,000	 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築、建築計画 
キーワード：	 学校建築・空間要素・ユニット・柱・空間装置 
 
１．研究開始当初の背景 
	 戦後、学校建築に関する建築計画的研究は
蓄積を重ね、片廊下型校舎やオープンスペー
スをもつ事例など、いくつかの建築モデルを
生み出してきた。近年は、建築家が設計した
学校建築作品が多様化し、一時のように「片
廊下型校舎」、「オープンスクール」など、ひ
とくくりには学校の特徴が語れない状況に
変化しつつある。一方近年の学校研究も、こ
の学校建築の多様化にともない膨大な蓄積
が進みつつある。中でも家具配置や学習展開
といった、空間利用者の手による空間の使い

方の体系付けに力が注がれ続けている。これ
は言いかえれば、近年の学校研究は、空間評
価や分析ではなく、空間利用者がどのように
自分達で空間を設えているかに着目し、その
実態を注視、記録することに力を注ぐ「ソフ
ト面の検証研究」が中心といえよう。つまり、
教育学・社会学と建築計画学が融合した研究
内容と捉えられ、最終的な研究結果は、教師
や児童・生徒に対する空間の有効利用を喚起
するものとなる。しかし、今一度学校を「建
築」と捉えた場合、柱や壁といった、一端施
工・配置されれば容易には変更のきかない構
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成部材に対し、計画的配慮は不可欠といえる。
例えば柱は、一般的に垂直荷重を支える代表
的な構造体であるが、同時に、空間利用者の
行動にも大きな影響を与え得る重要な空間
構成要素である。当然、柳澤（1992）の研究
のように、学校建築の各部位を子ども達がど
のように利用するかに着目した文献も散見
される。しかし、これらの文献の多くは実態
を報告する意味合いが強く、「なぜ子ども達
が、このような空間利用を行うのか」その要
因について深く言及されていない。すなわち、
もっとも建築計画研究が特性を発揮できる
「ハード面（建築）が人間の行動に及ぼす影
響の解明」に進捗がみられないと考えられる。 
 
２．研究の目的 
	 以上の背景より、本研究では「ハード面（建
築）が人間の行動に及ぼす影響の解明」に重
きをおく。そして、柱、壁や床、学校建築に
はなじみの空間となった「アルコーブ」、「大
階段」など、様々な空間構成要素ごとに、そ
の形状、断面の大きさ、素材、配置方法、配
置場所によって多角的に各空間を捉えるこ
とで、より空間利用者の立場にそった計画が
可能となろう。すなわち、本研究の特色およ
び独創点は以下 2点である。 
(1)	 学校建築において、空間利用者には容易
に変更のきかない様々な空間および構成体
に焦点をあてる 
(2)	 児童・生徒の活動と上記要素との関係か
ら、学校建築の建築的特質を検証する 
	 以上の研究背景、研究の特色をふまえ、本
研究の目的は、児童・生徒の活動を詳細に観
察記録を行い、上述のような空間の形状、素
材、配置場所、配置方法を比較分析すること
である。そして最終的に、小学校建築および
中学校建築の計画・設計に結びつく実践的計
画指針を提示することを目指し、研究全体と
して 5カ年で構想している。 
	 本申請内容は、この 5カ年のうち最初の 2
年にあたる 2011年、2012年は、学校建築に
おける柱、クラスターの形、大階段、アルコ
ーブなどの空間装置を対象とする。 
 
３．研究の方法 
	 本申請者は、2000年より 10年以上にわた
り、様々な教育機関の現場で詳細な行動観察
記録を採取しながら研究活動を行ってきた。
本研究においても、具体的に以下の調査を行
った。 
(1)調査方法：	 行動観察、ヒアリング調査（主
に教師） 
(2)調査時間、日数：	 朝 10:00〜15:00、１
事例につき 3日以上 
(3)記録の方法：1/100程度の図面に 5分おき
に、誰がどこで何をしているか記録	  
	 

４．研究成果	 
	 平成 23 年度は、まずステップ 1 として、
1980 年〜2011 年の間に発行された新建築な
どの建築専門誌より 40 事例以上の小学校、
中学校建築を抽出した。これは、近年の学校
建築の動向把握と同時に、可能な限り幅広い
サンプルの抽出を目指してのことである。そ
して、この抽出した事例を、空間構成によっ
て類型化を行い整理した。ある程度、日本の
学校建築の近年の動向、空間の傾向を把握し
た後、ステップ 2として、具体的に調査する
空間や構成体を抽出、整理し類型化した。例
えば「柱」や「大階段」など、抽出できる空
間については、その配置場所や形状などあら
ゆる視点から、柱の空間的特徴を分析した。	 
	 上記はほぼ図面や建築写真から整理を試
み、抽出した 40 事例中 10 事例において 1 日
現地視察を行い、現状確認と一日の児童・生
徒の生活実態を把握した。ステップ 3 では、
ステップ 1、2 の結果をもとに、10 事例を選
定、特定の空間要素について行動観察調査を
行った。結果、本研究では大きく 3種類の結
果がえられた。	 
	 
(1)	 学校建築のクラスター内の領域形成	 
■教室ユニット内における領域分類	 
	 学習空間領域には、色の濃淡がみられる。
これは、各学級における領域の強さを示して
いるといえ、色が濃い部分ほど領	 
域が多く重なり、その学級の領域性が強いと
捉えられる。各学級の領域は、領域の重なる
数から 3	 段階に分類でき、3つの領域が重な
る範囲はその学級が独占して利用できる｢独
占領域｣、2 つの領域もしくは、1つの領域で
できる範囲は、優先性を持った場であると捉
え、｢優先領域｣、｢準優先領域｣とする。また、
複数の学級の領域が重なる、又は色の付いて
いない範囲はどの学級の領域でもない｢公共
領域｣とする。	 
■各ユニットにおける学習空間領域の分析	 
	 どちらのユニットにおいても、基本的に学
級の領域性が最も強く現れるのは教室空間
であり、教室が各学級の独占領域となるのは
明らかである。また、教室前の OS	 にそれぞ
れの学級の学習展開がみられ、優先領域とな
りやすいことがわかる。並列型ユニットでは、
滞在分布領域もその他 2	 つの領域と一致す
る傾向にあるため、全体としてまとまった学
習空間領域が形成される。一方で、対面型ユ
ニットでは、児童の滞在分布領域が広範囲に
広がるため、各学級の領域の境界が曖昧な学
習空間領域が形成される。以上より、各学級
の領域は、教室と家具配置によって形成され
るといえるが、児童の行動によってその住み
分けが変化すると考えられる。	 
■まとめ	 
学級の領域は、建築から教師の領域認識、家
具配置、児童の行動という段階を踏んで形成
される。しかし、形成プロセスは同じでも、
学級の領域及びその住み分けは、ユニットの
形状によって変化する。具体的には、並列型
ユニットは、学級の領域を明確に確保できる
ため、授業中の様々な活動が各学級の領域内



に収束し、静的な学習環境となりやすい。一
方で、対面型ユニットは、学級の領域の境界
が曖昧になり、他の学級との関係性がつくり
やすくなるため、児童の活動がより活発にな
り、動的な学習環境となりやすい。	 
	 このように、ユニットの形状によって変化
する学級の領域は、学習空間に様々な性質を
もたらすものであり、教室ユニットの計画に
おいて、空間の新たな可能性を示すものであ
る。	 

	 
	 
(2)	 学校建築における柱のアクテビティに
あたえる影響	 
■学校建築における柱類型	 
	 ここでは学校建築の柱に注目してみたい。
片廊下型校舎では柱が視覚的に認識できず、
児童のアクテビティに柱が関与することは
難しい。しかし学校建築において、柱や階段、
小さな隙間など様々な建築的部位を、児童が
遊ぶ装置にみたてることは広く知られてい
る。実際、児童のアクティビティを観察する
と、建築的部位がどのような空間的意味をも
っているか読み解くことができる。例えば、
直径 10cm の円柱が配置されている場合、こ
の柱は細身で児童に握りやすいため、登り棒
のように登ったり、そのまわりをぐるぐる回
る場面が見られる。直径 40cm の円柱は児童
が身を隠せるほど太く、円柱であることより
も、その太さが有効に活かされる。一辺 20cm
の角柱の場合、机がセットされるよりどころ
となる。いくつかの柱は机によって囲まれ、
そのまわりが学習のスペースとして計画さ
れる。このように、柱の形状、太さによって
も利用のされ方が異なる。	 
	 また、柱は独立的に機能することもあるが、

複数の柱が、群もしくは列を形成することで
様々な性質を発揮する。ある事例では中庭に	 
角柱が囲みとった領域が生み出されている。
M校の直径 20cm の柱は、列柱を構成し、一定
のリズムを生みだすとともにグラウンドと
校舎をあいまいに分節している。A 小の柱は
非常に太いため、掲示板としても利用され、
比較的横幅があるため柱というよりも壁に
近い印象を与える。	 
■断面形状と配置にみる柱	 
	 形状別に柱の本数をみると両校共円柱が
多く、U	 校では角柱 27	 本に対し円柱 81	 本、
M	 校は角柱１本に対し円柱 121	 本と圧倒的
である。両校における柱の配置場所について
見てみる。屋外に配置された柱の傾向をみる
と、円柱においては直径 15cm	 〜34cm	 が、角
柱では 20cm	 及び 31cm	 角の柱が多く配置さ
れている。屋外に配置された角柱は全て U	 校
のものであるが、配置場所を見ると屋外通路
の輪郭に沿う様に柱が多く配置されている。
円柱においては両校に共通してグリッドや
列状に並べて配置されたものが多く見られ
る。屋内における柱の配置傾向を見ると、角
柱では単体や列状配置、円柱は単体や列に加
えて屋外同様グリッド状にも配置されてい
る。柱の配置関係について「単体」、「列」、「グ
リッド」に着目し、各柱の断面形状の大きさ
との関係を見てみる。両形状に共通して「列」
が最も多く、様々な太さの柱が列状に配置さ
れている事が分かる。円柱でみると	 直径
5cm~24cm	 の大きさが多く、グリッド配置に
おいても 5~14cm、25~34cm	 の柱が多い。円柱
においては細い断面を持つ方が比較的並べ
て配置されやすいようである。また、円柱で
は異なる断面の大きさの列柱同士で空間を
囲っている場面も見られた。	 
■柱の断面形状とアクティビティの発生頻
度	 
	 柱の断面形状とアクティビティの発生頻
度については柱に発生した直接行為の回数

�) ᖹ㠃ᅗ

య⫱㤋

�ᒇୖ࣮ࣝࣉࡣ �

య⫱㤋

� ᒇୖ࣮ࣝࣉࡣ �
ᩍᐊ

ᒇෆື⥺

⋞㛵ཱྀ

タ

ࡢࡑ

ゅᰕ͐�� ᮏ

ᰕ͐�� ᮏ

ᩍᐊ

ᒇෆື⥺

⋞㛵ཱྀ

タ

ࡢࡑ

ゅᰕ͐�ᮏ

ᰕ͐�� ᮏ

�) ᖹ㠃ᅗ

ᩜᆅ㠃✚͐ࠉ�����������P�

ᘓ⠏㠃✚͐ࠉ�����������P�

ᘏᗋ㠃✚͐ࠉ�����������P�

ඣ❺ᩘ͐ࠉࠉ���� ே

❹ᕤᖺ͐ࠉࠉ����� ᖺ

� ��P��P

ᅗ �

 

ᑠᏛᰯࡿࡅ࠾ᩍᐊࣘࡢࢺࢵࢽᏛ⩦✵㛫㡿ᇦ㛵ࡿࡍ◊✲

㸫༓ⴥᕷ❧⨾ᡴ℩ᑠᏛᰯࢆᑐ㇟࡚ࡋ㸫

ᇉ㔝◊✲ᐊࠉ������%ࠉᮧ⚈⪃

⾲ ᴫせ���◊✲⫼ᬒ࣭┠ⓗࡢㄪᰝࠉ�
ࢫ࣮࣌ࢫࣥࣉ࣮࢜ࠊ࡚࠸࠾⏬Ꮫᰯᘓ⠏ィࡢ᪥ᮏࠊ㏆ᖺࠉ � ௨ୗ 26�
ᩍᐊࡢᩘ「 �௨ୗ &5� ࢆ 㺀 ᩍᐊࣘࢺࢵࢽ 㺁୍࡚ࡋయⓗィ⏬ࡿࡍ
ᡭἲ୍ࡀ⯡26ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 26ࠊࡣᏛᰯࡘࡶࢆ ᑟධࡽ⣙ �� ᖺࢆ⤒࡚
ࡣᖹ㠃ᵓᡂࡢࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡋቑຍࡶᩘ &5 ᒓࠊ㐪┦ࡢ⨨㛵ಀࡢ
ࠋࡿΏከᒱࡾࡼ➼⨨ࡸ㢮✀ࡢࢫ࣮࣌ࢫ
ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ࠶㡿ᇦ࡛ࡢᏛ⣭ࡀᩍᐊྛࡣ࡛⯋ᰯࡢᗯୗᆺ∦ࡢᚑ᮶ࠉ
ᩍᐊࣘࡢࢺࢵࢽᏛ⩦✵㛫ࡣ࡚࠸࠾ &5  26 ࡞㛫✵ࡢࡾࡀ⧄ࡦࡀ
ࡇࡍ♧ࢆ㡿ᇦࡢࡑᴫ୍ࠊࡾ࡞᭕ࡀ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗ
ࢆ࡛ࡲࡇࡽࡇࡣᩍᖌࡸ❺ඣྛࠊࡣ࡛ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ 㺀⮬ศࡢᏛ
⣭ 㺁 26ࠊࡣᩍ⫱⌧ሙ࡛ࡢᐇ㝿ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ ෆࡢᐙ
ල㓄⨨ࡸඣ❺ࡽື⾜ࡢᏛ⣭ࡢ㡿ᇦឤࢆឤࡿࢀྲྀࡌሙ㠃ࡀከࠋࡿ࠶ࠎ
ᩍᐊࣘࡘࡶࢆࢺࢵࢽᑠᏛᰯࡶ࡚࠸࠾Ꮫ⣭ࡢ㡿ᇦཬࡢࡑࡧఫࡳศࡀࡅ
ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶
ᑠᏛᰯࡘࡶࢆࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡣ࡛✲◊ᮏࠊࡽၥ㢟ព㆑࡞࠺ࡼࡢࡇࠉ
ࢆࡇࡿࡍࡽ᫂ࢆᐇែࡢࡅศࡳఫࡢࡑࡧ㡿ᇦཬࡢᏛ⣭ࠊ࡚࠸࠾
┠ⓗࠋࡿࡍ

���◊✲᪉ἲ
26ࠊࡣ࡛✲◊ᮏࠉ 26ࠊ5&ࠊࡋ⏝᪥ᖖⓗ࡚࠸࠾Ꮫ⩦࣭⏕ά㠃ࢆ
࿘㎶ࡢ✵㛫ⓗศ⠇ࡸసࡾ㎸ࡳ≉ᚩࡿ࠶ࡢ༓ⴥᕷ❧⨾ᡴ℩ᑠᏛᰯࢆ
ᑐ㇟ࠊᐙලᐇ ࣭⾜ືほᐹ࣭ᩍᖌࠋࡓࡗ⾜ࢆࢢࣥࣜࣄࡢㄪᰝࡣ
 � 5&ࠊ࡚ࡋ⾲௦ࡽ୰ࡢࡑࠊ࠸⾜࡛ࢺࢵࢽࣘ ࣘࡪࡽ࡞୪ิࡀ
ࢺࢵࢽ � 5&ࠊ ࢺࢵࢽࣘࡿ࠸࡚ࡋᑐ㠃ࡀ � ㄪᰝࠋࡓࡋ㇟ศᯒᑐࢆ
ࡢᴫせࢆ⾲ ᅗࢆᖹ㠃ᅗࠊ� ࠋࡍ♧�

�� ᐙල㓄⨨ࡿࡅ࠾㡿ᇦᙧᡂ
�����ᐙල㓄⨨㡿ᇦᅗࡢసᡂ
ලయࠋࡿ࠼ᤊどぬⓗࢆ㡿ᇦࡽ㓄⨨≧ἣࡢᐙලࡢ≦⌧ࠊࡣ࡛ࡇࡇࠉ
ⓗࠊࡣᐙල㓄⨨㡿ᇦࢆ 㺀 ᐙලࡢ㍯㒌⥺ࡢⅬࡿࡁ࡛࡛ࢇ⤖ࢆᅗᙧࡢ
㠃✚᭱ࡀࡿ࡞⠊ᅖ 㺁 ࢆࢫࢭࣟࣉసᡂࡢᐙල㓄⨨㡿ᇦᅗࠊࡋ⩏ᐃ
Ỵᐃࢫࢭࣟࣉࡢࡇࠋࡿࡍᚑ࡚ࡗᐙල㓄⨨㡿ᇦᅗࢆసᡂࡿࡍ �ᅗ ࠋ��

ศᯒࡢ⨨ᐙල㓄ࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽࣘྛ�����
ࢺࢵࢽࣘࡢ୪ิᆺࠊࡎࡲࠉ � ࡳࢆ㓄⨨≧ἣࡢᐙලᏛ⣭ูࠊ࡚࠸࠾
���ࠋࡿ ࡕࡓศ⮬ࠊࡧᩍᐊෆཬࡢࡕࡓศ⮬ࡀᐙලࡢᏛ⣭ྛࠊ࡚࠸㝖ࢆ
ࡢᩍᐊ๓ࡢ 26 ቨἢ࠸㓄⨨ࡿ࠸࡚ࢀࡉ � ᅗ ���ࠋ�� 㹼 ��� ಶࠊࡣ࡛
ே⣡Ჴࡀ 26 ቨἢ࠸㓄⨨ࠊࢀࡉ⮬ศࡢࡕࡓᩍᐊࡀࢫ࣮࣌ࢫ 26 ࡛ࡲ
ᣑᙇྛࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᏛ⣭㛫ࠊࡣᡭὙ࠸ሙ᪼ࡸ㝆ཱྀࠊᩍဨ࡞࣮ࢼ࣮ࢥ
࠺ࡼࡢࡿࡍᑐᛂ㛫✵ྛࠊࢀࡉ⨨㓄ࡀ㛫✵࠸࡞ࡣᡤᒓ࡛ࡢᏛ⣭ࠊ
ࡢᏛ⣭ྛࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ࡀᐙල࠸࡞ࡉᒓࡶᏛ⣭ࡢ
ᐙල㓄⨨㡿ᇦࡢ⠊ᅖࡣ᫂☜ศࡿࢀ �ᅗ ࠋ��
ࢺࢵࢽࣘࡢᑐ㠃ᆺࠊḟࠉ � ࡳࢆ㓄⨨≧ἣࡢᐙලᏛ⣭ูࠊ࡚࠸࠾
���ࠊࡿ  ��� ࢺࢵࢽࣘࠊࡣ࡛ � ࡢᩍᐊ๓ࡢࡕࡓศ⮬ࠊᵝྠ 26
ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ࡀᐙල � ᅗ ࡣࢺࢵࢽࣘࡢࡇࠊࡓࡲࠋ�� 26 㐽㡢
ቨࡀ㓄⨨ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ��� ࡉ⏝࡚ࡋᡤࡾᣐࡢᐙලࡀ⎍㐽㡢ࠊࡣ࡛
ࢥᩍဨࠊࡧ㐽㡢ቨཬࠊࡣ⨨ᐙල㓄ࡢᏛ⣭ྛࠋࡿࢀྲྀࡳㄞࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀ
ࡲࡢ㛫✵࠸࡞ࡣᡤᒓ࡛ࡢᏛ⣭ࡓࡗ࠸ሙ࠸ᡭὙࠊࢳࣥ࣋ࠊ࣮ࢼ࣮
ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍỴᐃࡀ⨨㓄࡛ࡇࡿࡍ⬟ᶵ࡚ࡋ⏺ቃࡢ⨨ᐙල㓄ࡀࡾࡲ
ྛᏛ⣭ࡢᐙල㓄⨨㡿ᇦࠊࡣ⮬ศࡢࡕࡓᩍᐊ๓ࢆࢫ࣮࣌ࢫࡢ⏝ࠊ࡚ࡋ
ࡓࡋ❧⊃࠸ᙧ࡛ᙧᡂࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࢀࡉ �ᅗ ࠋ��
Ỵ࡚ࡋ⏺ቃࢆ㛫✵ࡸせ⣲࡞ᘓ⠏ⓗࠊࡣ⠊ᅖࡢ⨨ᐙල㓄ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠉ
ᐃࡢࡑࠊࢀࡉ⤖ᯝࠊᐙලࡢࡘࡦ࡚ࡗࡼ㡿ᇦⓗࡀࡾࡲࡲᙧᡂࠊࢀࡉ
ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧᫂ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࡀ㡿ᇦࡢࡑ

�����ಶே⣡Ჴࡢ㓄⨨ࡢࡑ⌮⏤
ᅇ࡚ࡋ㛵⏤⌮ࡢࡑ⨨㓄ࡢಶே⣡Ჴࠊࡽࢢࣥࣜࣄࡢᩍᖌࠉ
���ࠋࡓᚓࢆ⟆ ࡣ࡚ࡋ㛵 26 ���ࠊ⏝᭷ຠࡢ ࡣ࡚ࡋ㛵 &5  26 ࡢ
㐃⥆ⓗࢆࡾࡀ࡞ࡘពᅗࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋㄞࠊࢀྲྀࡳ୧⪅ࡶ⮬ศࡢࡕࡓ
Ꮫ⣭ࡢ㡿ᇦࢆ 26 ࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࢆಶே⣡࠺ࡼࡿࡍᣑ࡚ࡵྵ࡛ࡲ
���ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ ࡀᩍᖌࡣ࡚ࡋ㛵 ��� ࡀࢫ࣮࣌ࢫࡢᩍᐊࡢ
࣌ࢫࡢᩍᐊࡢࡕࡓศ⮬ࠕࠋࡿࢀྲྀࡳㄞࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࢆࡇ࠸⊂
ࠊࡾ࠾ᚓ࡚ࢆ⟆ᅇࡶ࡚࠸࠾ࢺࢵࢽࣘࡢࡣពぢ࠺࠸ࠖ࠸⊂ࡀࢫ࣮
ᩍᖌࡀᘓ⠏ⓗせ⣲ࡽ✵㛫ࢆᢕᥱࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋ
✵ࡽᘓ⠏ⓗせ⣲ࡓࡗ࠸ቨࡸ㍯㒌ࡢᩍᐊࠊࡣᩍᖌࠊ࠺ࡼࡢ௨ୖࠉ
㛫ࢆᢕᥱࠊࡋ⮬ศࡢࡕࡓᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡽ࡞࡛ࡲࡇࢆᗈࢆࡢࡿࢀࡽࡆ
ㄆ㆑ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍᐙල㓄⨨ࡢࡽ⮬ᛮ⪃ࢆᫎࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉ⮬ศ
ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧࡚ࡗࡼ⨨ᐙල㓄ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࡢࡕࡓ

�� ඣ❺ࡢᅾሙᡤࡿࡳ㡿ᇦᙧᡂ
�����ᅾศᕸ㡿ᇦᅗࡢసᡂ
ࠊࡣලయⓗࠋࡿ࠼ᤊどぬⓗࢆ㡿ᇦࡽᅾሙᡤࡢ❺ඣࠊࡣ࡛ࡇࡇࠉ
ᅾศᕸ㡿ᇦࢆ 㺀 㡿ᇦ༙ᚄ࡚ࡗࡼỴᐃࡿࢀࡉ༢ඣ❺ࡢࡾࡓ࠶ᅾ
㡿ᇦࡢ㞟ᅋࡀ༨᭷ࡿࡍሙᡤࡢ⠊ᅖ 㺁 సᡂࡢᅾศᕸ㡿ᇦᅗࠊࡋ⩏ᐃ
ࡍసᡂࢆᅾศᕸ㡿ᇦᅗ࡚ࡗᚑࢫࢭࣟࣉࡢࡇࠋࡿࡍỴᐃࢆࢫࢭࣟࣉ
ࡿ � ᅗ �࣭ᅗ �ࠋ�

ศᯒࡢᅾศᕸࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽࣘྛ�����
ࢺࢵࢽࣘࡢ୪ิᆺࠉ � ᐙල㓄⨨㡿ࡓࡋ♧࡛❶๓ࠊࡣศᕸࡢ❺ඣࠊࡣ࡛
ᇦෆࡿࡲഴྥࠊࡾ࠶ᐙලࡀඣ❺ࡢᅾ㡿ᇦᙧᡂᙉࡃാࡅࡁ
ࡿ࠼ఛࡀࡇࡿ࠸࡚ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࢺࢵࢽࣘࡢᑐ㠃ᆺࠊ᪉୍ࠉ � ࡀࡁࡘࡽࡤࡢࡾ࡞ศᕸࡢ❺ඣࠊࡣ࡛
ࡸ㝵ẁࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣഴྥࡿࡍศᕸ࿘㎶ࡢᐙලࡢᏛ⣭ྛࠋࡿ࠶
࡛ࡅࡔᐙලࡀ❺ඣࠋࡿࢀࡽࡳࡀศᕸࡢᏛ⣭ࡢᩘ「ࠊࡣ࿘㎶࡛ࡢࢳࣥ࣋
ㄞࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋᙧᡂࢆᅾ㡿ᇦࡾࡼࡓࢆᘓ⠏ⓗせ⣲ࡢࡢࡑࠊࡃ࡞
ࡿࢀྲྀࡳ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࡾ㢗ࢆⓗせ⣲⌮≀࡞ࠎᵝࡢෆࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡣ❺ඣࠊࡾࡼ௨ୖࠉ
ᅾ㡿ᇦࢆᙧᡂࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋ୰࡛ྛࠊࡶᏛ⣭ࡢᐙල࡚ࡗࡼᙧᡂࢀࡉ
ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄せ⣲ࡿࡍᙧᡂࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣᅾ㡿ᇦࡿ

���ᩍᐊ✵㛫ࡿࡅ࠾㡿ᇦᙧᡂ
26ࠊࡿࡍ┠╔ື⾜ࡢ❺ඣࠉ ఛࢆᵝᏊࠊࡴ㎸ࡁなࢆᩍᐊࡽഃࡢ
ࡓࡗ࠸࠺ 㺀 ほᐹ⾜ື 㺁 ࡿࢀࡽࡳࡤࡋࡤࡋࡀ � ᅗ ẖࢺࢵࢽࣘࠋ���
ࡢࡇ 㺀 ほᐹ⾜ື 㺁 㡿ᇦࡢᩍᐊࠊࡿࡍศᯒࢆ 26 ࢆ⏺ቃࡢ㡿ᇦࡢ
ᤊࡢࡑࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ቃ⏺ࠊࡣ㺀 ゅᙧ୕ࡢࢶࢵࢽ࢝ 㺁 ࡿࢀࡤ
ᅗᘧࡢᒎ㛤ྠᵝ࡚ࡗࡼ㇟⌧ࡢᙧᡂࡢࡑࠋࡿࢃࡀࡇࡿࢀࡉ⤖
ᯝࠊᩍᐊࡢ㍯㒌ᐙලࡢ㓄⨨㛵ಀࡽ � ✀㢮ࡢቃ⏺ࡀㄆࡿࢀࡽࡵ �ᅗ
୧ࠊࡣ㡿ᇦࡢᩍᐊࡿࢀᑟ࡚ࡗࡼ⏺ቃࡢ⥺ᩍᐊ㍯㒌ࠊࡶ୰࡛ࠋ���
ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍ♧ࡡᴫࢆ㡿ᇦࡢᩍᐊࠊࡁㄆ࡛☜ࡀᙧᡂࡢ࡛ࢺࢵࢽࣘ
ඣ❺ୖࡣグࡢቃ⏺ୖ࡚ࡗ❧ᩍᐊࡢᵝᏊࢆఛ࠺ഴྥࡽࡇࡑࠊࡾ࠶
ᩍᐊࡢ㡿ᇦࡀ㠀ᖖᙉࡃព㆑ࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉㄞࠋࡿࢀྲྀࡳ
㡿ᇦࡢᩍᐊࡓࡗࡀୖࡧᾋࡽື⾜ほᐹࠊ࠺ࡼࡢ௨ୖࠉ � ௨ୗᩍᐊ
✵㛫㡿ᇦ � ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶せ⣲࡛ࡿࡍᙧᡂࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣ
ᩍᐊ✵㛫㡿ᇦࠊࢆ㺀 ᩍᐊࡢ㍯㒌⥺࡛ᅖࡓࢀࡲ⠊ᅖ 㺁 ✵ᩍᐊࠊࡋ⩏ᐃ
㛫㡿ᇦᅗࢆసᡂࠋࡿࡍ

�� Ꮫ⩦✵㛫ࡿࡅ࠾㡿ᇦᙧᡂ
�����Ꮫ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࡢసᡂ
㔜ࢆᩍᐊ✵㛫㡿ᇦᅗࠊᅾศᕸ㡿ᇦᅗࠊᐙල㓄⨨㡿ᇦᅗࠊࡣ࡛ࡇࡇࠉ
Ꮫ⣭ྛࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡋᏛ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࢆࡢࡶࡓࡏࢃྜࡡ
ࠋࡿ࠼ᤊどぬⓗࢆ㡿ᇦࡢ

���㸬ᩍᐊࣘࢺࢵࢽෆࡿࡅ࠾㡿ᇦศ㢮
ࡿࢀࡽࡳࡀῐ⃰ࡢⰍࠊࡣᏛ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࠉ �ᅗ ��࣭ ᅗ ࠊࡣࢀࡇࠋ���
ྛᏛ⣭ࡿࡅ࠾㡿ᇦࡢᙉࠊ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆࡉⰍ࠸⃰ࡀ㒊ศ㡿
ᇦࡀከࡃ㔜ࡢࡑࠊࡾ࡞Ꮫ⣭ࡢ㡿ᇦᛶࡀᙉ࠸ᤊྛࠋࡿࢀࡽ࠼Ꮫ⣭ࡢ㡿
ᇦࠊࡣ㡿ᇦࡢ㔜ࡽᩘࡿ࡞ � ẁ㝵ศ㢮࡛ࠊࡁ� ⠊ࡿ࡞㔜ࡀ㡿ᇦࡢࡘ
ᅖࡢࡑࡣᏛ⣭ࡀ⊂༨࡚ࡋ⏝࡛ࡿࡁ 㺀 ⊂༨㡿ᇦ 㺁ࠊ� ࡃࡋࡶ㡿ᇦࡢࡘ
�ࠊࡣ 㺀ࠊ࠼ᤊࡿ࠶ሙ࡛ࡓࡗᣢࢆඃඛᛶࠊࡣ⠊ᅖࡿࡁ㡿ᇦ࡛࡛ࡢࡘ
ඃඛ㡿ᇦ 㺁ࠊ㺀‽ඃඛ㡿ᇦ 㺁ࡢᩘ「ࠊࡓࡲࠋࡿࡍᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡀ㔜ࠊࡿ࡞
ཪࡣⰍࡢ࠸࡞࠸࡚࠸⠊ᅖࡢࡣᏛ⣭ࡢ㡿ᇦ࡛࠸࡞ࡶ 㺀 බඹ㡿ᇦ 㺁
ࡿࡍ �ᅗ ࠋ���

ศᯒࡢᏛ⩦✵㛫㡿ᇦࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽࣘྛ�����
⌧ࡃᙉࡶ᭱ࡀ㡿ᇦᛶࡢᏛ⣭ᇶᮏⓗࠊࡶ࡚࠸࠾ࢺࢵࢽࣘࡢࡽࡕࠉ
ࡽ᫂ࡣࡢࡿ࡞༨㡿ᇦ⊃ࡢᏛ⣭ྛࡀᩍᐊࠊࡾ࠶ᩍᐊ✵㛫࡛ࡣࡢࡿࢀ
ࡢᩍᐊ๓ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ 26 ࠊࢀࡽࡳࡀᏛ⩦ᒎ㛤ࡢᏛ⣭ࡢࢀࡒࢀࡑ
ඃඛ㡿ᇦࠋࡿࢃࡀࡇ࠸ࡍࡸࡾ࡞୪ิᆺࣘࠊࡣ࡛ࢺࢵࢽᅾศᕸ
㡿ᇦࡢࡑࡶ � ࡲ࡚ࡋయࠊࡵࡓࡿ࠶ഴྥࡿࡍ⮴୍㡿ᇦࡢࡘ
ඣࠊࡣ࡛ࢺࢵࢽᑐ㠃ᆺࣘࠊ᪉୍࡛ࠋࡿࢀࡉᙧᡂࡀᏛ⩦✵㛫㡿ᇦࡓࡗࡲ
᭕ࡀ⏺ቃࡢ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࠊࡵࡓࡿࡀᗈᗈ⠊ᅖࡀᅾศᕸ㡿ᇦࡢ❺
ࡿࢀࡉᙧᡂࡀᏛ⩦✵㛫㡿ᇦ࡞ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࡿࢀࡉᙧᡂ࡚ࡗࡼ⨨ᐙල㓄ᩍᐊࠊࡣ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࠊࡾࡼ௨ୖࠉ
ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࡍኚࡀࡅศࡳఫࡢࡑ࡚ࡗࡼື⾜ࡢ❺ඣࠊࡀࡿ࠼࠸

�� ࡵࡲࡢ✲◊ᮏࡿࡳࡽ㛵ಀࡢ㡿ᇦᙧᡂ≦ᙧࡢࢺࢵࢽࣘ
ື⾜ࡢ❺ඣࠊ⨨ᐙල㓄ࠊ㡿ᇦㄆ㆑ࡢᩍᖌࡽᘓ⠏ࠊࡣ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠉ
ࡿࢀࡉᙧᡂ࡛ࢇ㋃ࢆẁ㝵࠺࠸ � ᅗ ��ࡌྠࡣࢫࢭࣟࣉᙧᡂࠊࡋࡋࠋ�
ኚ࡚ࡗࡼ≦ᙧࡢࢺࢵࢽࣘࠊࡣࡅศࡳఫࡢࡑࡧ㡿ᇦཬࡢᏛ⣭ࠊࡶ࡛
ࡁಖ࡛☜☜᫂ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣࢺࢵࢽ୪ิᆺࣘࠊࡣලయⓗࠋࡿࡍ
⩦Ꮫ࡞㟼ⓗࠊࡋ᮰㡿ᇦෆࡢᏛ⣭ྛࡀάື࡞ࠎᵝࡢᤵᴗ୰ࠊࡵࡓࡿ
⎔ቃ୍ࠋ࠸ࡍࡸࡾ࡞᪉࡛ࠊᑐ㠃ᆺࣘࠊࡣࢺࢵࢽᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡢቃ⏺ࡀ
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図 1	 クラスター内にに発生する境界	 
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ࡢᏛ⣭ྛࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ࡀᐙල࠸࡞ࡉᒓࡶᏛ⣭ࡢ
ᐙල㓄⨨㡿ᇦࡢ⠊ᅖࡣ᫂☜ศࡿࢀ �ᅗ ࠋ��
ࢺࢵࢽࣘࡢᑐ㠃ᆺࠊḟࠉ � ࡳࢆ㓄⨨≧ἣࡢᐙලᏛ⣭ูࠊ࡚࠸࠾
���ࠊࡿ  ��� ࢺࢵࢽࣘࠊࡣ࡛ � ࡢᩍᐊ๓ࡢࡕࡓศ⮬ࠊᵝྠ 26
ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ࡀᐙල � ᅗ ࡣࢺࢵࢽࣘࡢࡇࠊࡓࡲࠋ�� 26 㐽㡢
ቨࡀ㓄⨨ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ��� ࡉ⏝࡚ࡋᡤࡾᣐࡢᐙලࡀ⎍㐽㡢ࠊࡣ࡛
ࢥᩍဨࠊࡧ㐽㡢ቨཬࠊࡣ⨨ᐙල㓄ࡢᏛ⣭ྛࠋࡿࢀྲྀࡳㄞࡀࡢࡿ࠸࡚ࢀ
ࡲࡢ㛫✵࠸࡞ࡣᡤᒓ࡛ࡢᏛ⣭ࡓࡗ࠸ሙ࠸ᡭὙࠊࢳࣥ࣋ࠊ࣮ࢼ࣮
ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍỴᐃࡀ⨨㓄࡛ࡇࡿࡍ⬟ᶵ࡚ࡋ⏺ቃࡢ⨨ᐙල㓄ࡀࡾࡲ
ྛᏛ⣭ࡢᐙල㓄⨨㡿ᇦࠊࡣ⮬ศࡢࡕࡓᩍᐊ๓ࢆࢫ࣮࣌ࢫࡢ⏝ࠊ࡚ࡋ
ࡓࡋ❧⊃࠸ᙧ࡛ᙧᡂࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࢀࡉ �ᅗ ࠋ��
Ỵ࡚ࡋ⏺ቃࢆ㛫✵ࡸせ⣲࡞ᘓ⠏ⓗࠊࡣ⠊ᅖࡢ⨨ᐙල㓄ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠉ
ᐃࡢࡑࠊࢀࡉ⤖ᯝࠊᐙලࡢࡘࡦ࡚ࡗࡼ㡿ᇦⓗࡀࡾࡲࡲᙧᡂࠊࢀࡉ
ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧᫂ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࡀ㡿ᇦࡢࡑ

�����ಶே⣡Ჴࡢ㓄⨨ࡢࡑ⌮⏤
ᅇ࡚ࡋ㛵⏤⌮ࡢࡑ⨨㓄ࡢಶே⣡Ჴࠊࡽࢢࣥࣜࣄࡢᩍᖌࠉ
���ࠋࡓᚓࢆ⟆ ࡣ࡚ࡋ㛵 26 ���ࠊ⏝᭷ຠࡢ ࡣ࡚ࡋ㛵 &5  26 ࡢ
㐃⥆ⓗࢆࡾࡀ࡞ࡘពᅗࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋㄞࠊࢀྲྀࡳ୧⪅ࡶ⮬ศࡢࡕࡓ
Ꮫ⣭ࡢ㡿ᇦࢆ 26 ࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࢆಶே⣡࠺ࡼࡿࡍᣑ࡚ࡵྵ࡛ࡲ
���ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ ࡀᩍᖌࡣ࡚ࡋ㛵 ��� ࡀࢫ࣮࣌ࢫࡢᩍᐊࡢ
࣌ࢫࡢᩍᐊࡢࡕࡓศ⮬ࠕࠋࡿࢀྲྀࡳㄞࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࢆࡇ࠸⊂
ࠊࡾ࠾ᚓ࡚ࢆ⟆ᅇࡶ࡚࠸࠾ࢺࢵࢽࣘࡢࡣពぢ࠺࠸ࠖ࠸⊂ࡀࢫ࣮
ᩍᖌࡀᘓ⠏ⓗせ⣲ࡽ✵㛫ࢆᢕᥱࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋ
✵ࡽᘓ⠏ⓗせ⣲ࡓࡗ࠸ቨࡸ㍯㒌ࡢᩍᐊࠊࡣᩍᖌࠊ࠺ࡼࡢ௨ୖࠉ
㛫ࢆᢕᥱࠊࡋ⮬ศࡢࡕࡓᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡽ࡞࡛ࡲࡇࢆᗈࢆࡢࡿࢀࡽࡆ
ㄆ㆑ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍᐙල㓄⨨ࡢࡽ⮬ᛮ⪃ࢆᫎࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉ⮬ศ
ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧࡚ࡗࡼ⨨ᐙල㓄ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࡢࡕࡓ

�� ඣ❺ࡢᅾሙᡤࡿࡳ㡿ᇦᙧᡂ
�����ᅾศᕸ㡿ᇦᅗࡢసᡂ
ࠊࡣලయⓗࠋࡿ࠼ᤊどぬⓗࢆ㡿ᇦࡽᅾሙᡤࡢ❺ඣࠊࡣ࡛ࡇࡇࠉ
ᅾศᕸ㡿ᇦࢆ 㺀㡿ᇦ༙ᚄ࡚ࡗࡼỴᐃࡿࢀࡉ༢ඣ❺ࡢࡾࡓ࠶ᅾ
㡿ᇦࡢ㞟ᅋࡀ༨᭷ࡿࡍሙᡤࡢ⠊ᅖ 㺁 సᡂࡢᅾศᕸ㡿ᇦᅗࠊࡋ⩏ᐃ
ࡍసᡂࢆᅾศᕸ㡿ᇦᅗ࡚ࡗᚑࢫࢭࣟࣉࡢࡇࠋࡿࡍỴᐃࢆࢫࢭࣟࣉ
ࡿ �ᅗ �࣭ᅗ �ࠋ�

ศᯒࡢᅾศᕸࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽࣘྛ�����
ࢺࢵࢽࣘࡢ୪ิᆺࠉ � ᐙල㓄⨨㡿ࡓࡋ♧࡛❶๓ࠊࡣศᕸࡢ❺ඣࠊࡣ࡛
ᇦෆࡿࡲഴྥࠊࡾ࠶ᐙලࡀඣ❺ࡢᅾ㡿ᇦᙧᡂᙉࡃാࡅࡁ
ࡿ࠼ఛࡀࡇࡿ࠸࡚ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࢺࢵࢽࣘࡢᑐ㠃ᆺࠊ᪉୍ࠉ � ࡀࡁࡘࡽࡤࡢࡾ࡞ศᕸࡢ❺ඣࠊࡣ࡛
ࡸ㝵ẁࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣഴྥࡿࡍศᕸ࿘㎶ࡢᐙලࡢᏛ⣭ྛࠋࡿ࠶
࡛ࡅࡔᐙලࡀ❺ඣࠋࡿࢀࡽࡳࡀศᕸࡢᏛ⣭ࡢᩘ「ࠊࡣ࿘㎶࡛ࡢࢳࣥ࣋
ㄞࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋᙧᡂࢆᅾ㡿ᇦࡾࡼࡓࢆᘓ⠏ⓗせ⣲ࡢࡢࡑࠊࡃ࡞
ࡿࢀྲྀࡳ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࡾ㢗ࢆⓗせ⣲⌮≀࡞ࠎᵝࡢෆࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡣ❺ඣࠊࡾࡼ௨ୖࠉ
ᅾ㡿ᇦࢆᙧᡂࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋ୰࡛ྛࠊࡶᏛ⣭ࡢᐙල࡚ࡗࡼᙧᡂࢀࡉ
ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄せ⣲ࡿࡍᙧᡂࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣᅾ㡿ᇦࡿ

���ᩍᐊ✵㛫ࡿࡅ࠾㡿ᇦᙧᡂ
26ࠊࡿࡍ┠╔ື⾜ࡢ❺ඣࠉ ఛࢆᵝᏊࠊࡴ㎸ࡁなࢆᩍᐊࡽഃࡢ
ࡓࡗ࠸࠺ 㺀 ほᐹ⾜ື 㺁 ࡿࢀࡽࡳࡤࡋࡤࡋࡀ � ᅗ ẖࢺࢵࢽࣘࠋ���
ࡢࡇ 㺀 ほᐹ⾜ື 㺁 㡿ᇦࡢᩍᐊࠊࡿࡍศᯒࢆ 26 ࢆ⏺ቃࡢ㡿ᇦࡢ
ᤊࡢࡑࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ቃ⏺ࠊࡣ㺀 ゅᙧ୕ࡢࢶࢵࢽ࢝ 㺁 ࡿࢀࡤ
ᅗᘧࡢᒎ㛤ྠᵝ࡚ࡗࡼ㇟⌧ࡢᙧᡂࡢࡑࠋࡿࢃࡀࡇࡿࢀࡉ⤖
ᯝࠊᩍᐊࡢ㍯㒌ᐙලࡢ㓄⨨㛵ಀࡽ �✀㢮ࡢቃ⏺ࡀㄆࡿࢀࡽࡵ �ᅗ
୧ࠊࡣ㡿ᇦࡢᩍᐊࡿࢀᑟ࡚ࡗࡼ⏺ቃࡢ⥺ᩍᐊ㍯㒌ࠊࡶ୰࡛ࠋ���
ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍ♧ࡡᴫࢆ㡿ᇦࡢᩍᐊࠊࡁㄆ࡛☜ࡀᙧᡂࡢ࡛ࢺࢵࢽࣘ
ඣ❺ୖࡣグࡢቃ⏺ୖ࡚ࡗ❧ᩍᐊࡢᵝᏊࢆఛ࠺ഴྥࡽࡇࡑࠊࡾ࠶
ᩍᐊࡢ㡿ᇦࡀ㠀ᖖᙉࡃព㆑ࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉㄞࠋࡿࢀྲྀࡳ
㡿ᇦࡢᩍᐊࡓࡗࡀୖࡧᾋࡽື⾜ほᐹࠊ࠺ࡼࡢ௨ୖࠉ �௨ୗᩍᐊ
✵㛫㡿ᇦ � ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶せ⣲࡛ࡿࡍᙧᡂࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣ
ᩍᐊ✵㛫㡿ᇦࠊࢆ㺀 ᩍᐊࡢ㍯㒌⥺࡛ᅖࡓࢀࡲ⠊ᅖ 㺁 ✵ᩍᐊࠊࡋ⩏ᐃ
㛫㡿ᇦᅗࢆసᡂࠋࡿࡍ

�� Ꮫ⩦✵㛫ࡿࡅ࠾㡿ᇦᙧᡂ
�����Ꮫ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࡢసᡂ
㔜ࢆᩍᐊ✵㛫㡿ᇦᅗࠊᅾศᕸ㡿ᇦᅗࠊᐙල㓄⨨㡿ᇦᅗࠊࡣ࡛ࡇࡇࠉ
Ꮫ⣭ྛࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽᩍᐊࣘࠊࡋᏛ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࢆࡢࡶࡓࡏࢃྜࡡ
ࠋࡿ࠼ᤊどぬⓗࢆ㡿ᇦࡢ

���㸬ᩍᐊࣘࢺࢵࢽෆࡿࡅ࠾㡿ᇦศ㢮
ࡿࢀࡽࡳࡀῐ⃰ࡢⰍࠊࡣᏛ⩦✵㛫㡿ᇦᅗࠉ �ᅗ ��࣭ ᅗ ࠊࡣࢀࡇࠋ���
ྛᏛ⣭ࡿࡅ࠾㡿ᇦࡢᙉࠊ࠼࠸ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆࡉⰍ࠸⃰ࡀ㒊ศ㡿
ᇦࡀከࡃ㔜ࡢࡑࠊࡾ࡞Ꮫ⣭ࡢ㡿ᇦᛶࡀᙉ࠸ᤊྛࠋࡿࢀࡽ࠼Ꮫ⣭ࡢ㡿
ᇦࠊࡣ㡿ᇦࡢ㔜ࡽᩘࡿ࡞ � ẁ㝵ศ㢮࡛ࠊࡁ� ⠊ࡿ࡞㔜ࡀ㡿ᇦࡢࡘ
ᅖࡢࡑࡣᏛ⣭ࡀ⊂༨࡚ࡋ⏝࡛ࡿࡁ 㺀 ⊂༨㡿ᇦ 㺁ࠊ� ࡃࡋࡶ㡿ᇦࡢࡘ
�ࠊࡣ 㺀ࠊ࠼ᤊࡿ࠶ሙ࡛ࡓࡗᣢࢆඃඛᛶࠊࡣ⠊ᅖࡿࡁ㡿ᇦ࡛࡛ࡢࡘ
ඃඛ㡿ᇦ 㺁ࠊ㺀‽ඃඛ㡿ᇦ 㺁ࡢᩘ「ࠊࡓࡲࠋࡿࡍᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡀ㔜ࠊࡿ࡞
ཪࡣⰍࡢ࠸࡞࠸࡚࠸⠊ᅖࡢࡣᏛ⣭ࡢ㡿ᇦ࡛࠸࡞ࡶ 㺀බඹ㡿ᇦ 㺁
ࡿࡍ �ᅗ ࠋ���

ศᯒࡢᏛ⩦✵㛫㡿ᇦࡿࡅ࠾ࢺࢵࢽࣘྛ�����
⌧ࡃᙉࡶ᭱ࡀ㡿ᇦᛶࡢᏛ⣭ᇶᮏⓗࠊࡶ࡚࠸࠾ࢺࢵࢽࣘࡢࡽࡕࠉ
ࡽ᫂ࡣࡢࡿ࡞༨㡿ᇦ⊃ࡢᏛ⣭ྛࡀᩍᐊࠊࡾ࠶ᩍᐊ✵㛫࡛ࡣࡢࡿࢀ
ࡢᩍᐊ๓ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ 26 ࠊࢀࡽࡳࡀᏛ⩦ᒎ㛤ࡢᏛ⣭ࡢࢀࡒࢀࡑ
ඃඛ㡿ᇦࠋࡿࢃࡀࡇ࠸ࡍࡸࡾ࡞୪ิᆺࣘࠊࡣ࡛ࢺࢵࢽᅾศᕸ
㡿ᇦࡢࡑࡶ � ࡲ࡚ࡋయࠊࡵࡓࡿ࠶ഴྥࡿࡍ⮴୍㡿ᇦࡢࡘ
ඣࠊࡣ࡛ࢺࢵࢽᑐ㠃ᆺࣘࠊ᪉୍࡛ࠋࡿࢀࡉᙧᡂࡀᏛ⩦✵㛫㡿ᇦࡓࡗࡲ
᭕ࡀ⏺ቃࡢ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࠊࡵࡓࡿࡀᗈᗈ⠊ᅖࡀᅾศᕸ㡿ᇦࡢ❺
ࡿࢀࡉᙧᡂࡀᏛ⩦✵㛫㡿ᇦ࡞ �ᅗ ��࣭ᅗ ࠋ���
ࡿࢀࡉᙧᡂ࡚ࡗࡼ⨨ᐙල㓄ᩍᐊࠊࡣ㡿ᇦࡢᏛ⣭ྛࠊࡾࡼ௨ୖࠉ
ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࡍኚࡀࡅศࡳఫࡢࡑ࡚ࡗࡼື⾜ࡢ❺ඣࠊࡀࡿ࠼࠸

�� ࡵࡲࡢ✲◊ᮏࡿࡳࡽ㛵ಀࡢ㡿ᇦᙧᡂ≦ᙧࡢࢺࢵࢽࣘ
ື⾜ࡢ❺ඣࠊ⨨ᐙල㓄ࠊ㡿ᇦㄆ㆑ࡢᩍᖌࡽᘓ⠏ࠊࡣ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠉ
ࡿࢀࡉᙧᡂ࡛ࢇ㋃ࢆẁ㝵࠺࠸ � ᅗ ��ࡌྠࡣࢫࢭࣟࣉᙧᡂࠊࡋࡋࠋ�
ኚ࡚ࡗࡼ≦ᙧࡢࢺࢵࢽࣘࠊࡣࡅศࡳఫࡢࡑࡧ㡿ᇦཬࡢᏛ⣭ࠊࡶ࡛
ࡁಖ࡛☜☜᫂ࢆ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࠊࡣࢺࢵࢽ୪ิᆺࣘࠊࡣලయⓗࠋࡿࡍ
⩦Ꮫ࡞㟼ⓗࠊࡋ᮰㡿ᇦෆࡢᏛ⣭ྛࡀάື࡞ࠎᵝࡢᤵᴗ୰ࠊࡵࡓࡿ
⎔ቃ୍ࠋ࠸ࡍࡸࡾ࡞᪉࡛ࠊᑐ㠃ᆺࣘࠊࡣࢺࢵࢽᏛ⣭ࡢ㡿ᇦࡢቃ⏺ࡀ
᭕ࠊࡾ࡞ࡢᏛ⣭ࡢ㛵ಀᛶࠊࡵࡓࡿ࡞ࡃࡍࡸࡾࡃࡘࡀඣ❺ࡢά
࠸ࡍࡸࡾ࡞Ꮫ⩦⎔ቃ࡞ⓗືࠊࡾ࡞άⓎࡾࡼࡀື �ᅗ ࠋ���
⩦Ꮫࠊࡣ㡿ᇦࡢᏛ⣭ࡿࡍኚ࡚ࡗࡼ≦ᙧࡢࢺࢵࢽࣘࠊ࠺ࡼࡢࡇ

✵㛫ᵝ࡞ࠎᛶ㉁ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡍࡽࡓࡶࢆᩍᐊࣘࡢࢺࢵࢽィ⏬࠸࠾
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍ♧ࢆᛶ⬟ྍ࡞ࡓ᪂ࡢ㛫✵ࠊ࡚

ᑠᏛᰯྡ ༓ⴥᕷ❧⨾ᡴ℩ᑠᏛᰯ ඣ❺ᩘ�ே� ���

ᡤᅾᆅ ༓ⴥ┴༓ⴥᕷ ᩜᆅ㠃✚�P
�
� ���������

❹ᕤᖺ ����ᖺ�᭶ ᘓ⠏㠃✚�P
�
� ��������

タィ⪅ ᑠᔱ୍ᾈ㸩㉥ᯇె⌔Ꮚ�&DW ᘏᗋ㠃✚�P
�
� ��������

��� ���

�̻� �̻��̻� �̻� �̻�

�̻�

�̻�

�̻�

⏕ά⛉ᐊ

�̻� �̻��̻� �̻� �̻�

�) �)

ᅗ �� ㄪᰝᖹ㠃ᅗ�6ࠉ�����

�̻�

�̻�

�̻�

⏕ά⛉ᐊ

26 ቃ⏺

CR

26
ᐙල

ࢫࢭࣟࣉ �
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図 2	 並列型、対面型のクラスター	 

図 3	 U 小学校における柱の位置	 



を合わせ、断面形状と太さ別に改めて分類し
た。円柱においては直径 5cm	 〜34cm	 の太さ、
四角中においては 57cm	 四方を超えるものに、
それぞれアクティビティが多い。しかし円柱
は本数と共に行動回数が多く、四角柱はこの
限りではない。角柱においては一定以上の太
さになると１本当りの接触頻度が高い。	 
■柱が持つ空間的性質について	 
	 これまでの結果を踏まえ、空間要素として
柱をみると「a.	 遊び装置」「b.	 間接的な壁」
「c.	 拠り所」の３つの機能性が考えられる。
a	 は既に広く知られている行為であり、直径
20cm	 以下の細い円柱に多くみられる。b	 は
空間中における柱配置を列柱状、もしくは壁
の延長線上に配置する事で、間接的に空間を
分断する機能である。これは直径 34cm	 以下
の円柱に多く見られる。c	 は「寄りかかる」、
「抱える」等の行為を誘発する機能であり、
断面形状を問わず「玄関口」、「屋外」の様な
動線空間に見られる。また、段差と共に空間
中に配置すると拠り所としての性質が強ま
る。	 
■これからの柱の在り方について	 
	 以上より学校建築における柱は配置や断
面形状等によって、幾つかの空間的性質が明
らかとなった。今後は構造的理由に加え、空
間的性質も視野に入れて柱の形状や配置を
決定するべきである。こうした細部への配慮
の蓄積が、今後より豊かな学校建築を作る事
に繋がるであろう。	 

	 
	 
	 
	 
(3)	 空間装置の特性	 
■U 小・M 小における空間装置	 
	 U 小・M 小が備える「大階段」は、動線空
間であるが、子どもの作品を飾る展示棚とし
ても活用されている。U 小の校舎中央にある
大階段は、3 年生クラスター（1 階）と 4 年
生のクラスター（2 階）をつなげ曲線をもつ
一方で、6 年生クラスター（2 階）と 1 階昇
降口を結ぶ大階段は、独立柱の列柱と一体と
なっており、双方特徴が異なる。「座れる段
差」は、M 小に見られる各クラスターの壁際
もしくは間仕切りと一体的にベンチのよう
な機能を果たす一方、物を展示する、置いて

おく上で利用されている。また、M 小 1 年生
クラスターの壁際にも、このような座れる段
差を備える。さらに、2階の 5，6 年生が属す
るクラスター内には、3、4 段の段差が計画さ
れている。U 小・M 小は共に、周囲を囲むこ
とのできる「水廻り」を備え、何かを置く、
囲んで活動する等、複数の活動ができるよう
な計画がなされている。「領域をつくる段差」
は、M小 1 年生クラスターの小スペースや、M
小 6年生クラスターにある暖房器具などであ
る。U 小でも段差によって、部屋のような領
域がうみだされている。U小 5・6 年生クラス
ターの水道近くにある段差なども同様に、掃
除用具入れとともに物置部屋を明確に作り
出している。U 小 2，3，4 年生クラスターで
は各教室に、M小では 2，3、5，6 年生のクラ

スターごとに円形の「アルコーブ」が設置さ
れている。U 小 2 年生教室のアルコーブは、
各教室の担任によって利用法が異なり、物置
になっているもの、「何も置かないことでい
つでも子どもが使えるようにしている（打瀬
小学校教頭談）」ものもある。U小・M 小、中
庭にはモニュメントのような装置が点在し、
M 小ではエントランス付近を中心に置かれて
いる。また屋外教室とよばれるエリアには、
球状のコンクリートのモニュメントが 12 個
設置され、中庭で授業も行えるよう、黒板と
セットで計画されている。U 小では、M 小同
様屋外教室が行えるエリアがあり、同様に黒
板と一体に 12 個の球状のモニュメントが配
置されている。こちらは、屋根がかかってお
り、一つの領域として強調されている。また、
校舎中央にある 3年生クラスターのエントラ
ンスは、円盤状のモニュメントのある中庭に
面している。「子ども同士の待ち合わせにつ
かわれる（教頭談）」こともある。	 
■空間装置利用と動線	 
	 空間装置の利用と動線には密接な関係が
ある。M 小 6 年生クラスターでは、動線に囲
まれた場所にある装置は非常に児童の集ま
りが良い。特に、3 段の段差はクラスに関係
なく非常に利用度が高い。この段差は、座っ
て会話をする、ジャンプする等の活動だけで
なく、移動をする児童を見ている児童もいる。

図 8　各校の柱への直接行為における接触方法の割合

図 7　柱に関連した行動場面の例
U校での柱に対する直接行為 M校での柱に対する直接行為

柱に寄りかかる

柱を触る

柱を抱える

柱を見る

145 101

＊中央に総接触回数を表示。  
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図 5	 M 小学校における空間装置の位置	 

図 4	 U、M 小学校における柱にまつわるアクテビティ	 



M 小 5 年生クラスターの円形アルコーブも同
様、ベンチとして中に座る児童もいるが、立
ち上がってアルコーブの外を見ている児童
もいる。また、立ち上がった児童と外側の床
に立っている児童が会話をする場面や、縁を
使って遊ぶ児童もいる。この場所は昇降口か
ら各クラスへ向かう動線や水道を利用する
児童等多くの動線が交わる場所である。立ち
上がって外側を見ている児童は、3 段の段差
で他の児童を見ている児童と同じように他
者を観察している。また、M 小 6 年生クラス
ターでは見られなかったが、M小 5・6 年生の
クラスターにある段差では、総合学習でグル
ープ活動をしている時に寝転がる児童が見
られた。この場所は、児童の主動線から外れ
ているが、場面数は非常に多い。この場所は、
動線から外れていることによって、児童の多
様な姿勢を受け入れている装置だと考えら
れる。昇降口や水道、トイレは多くの児童が
利用する動線を生み出す設備である。U 小 3
年生クラスターの大階段は、昇降口、トイレ
を利用する児童によってつくられた動線の
隙間がある。この場所では座る、会話する、
階段を横に歩く場面がみられ、児童は思いつ
きで行動しているのではなく、このエリアで
あれば遊び場にしても大丈夫だと認識して
いる様子が伺える。中庭のオブジェにも動線
によって利用差が生まれている。U 小のオブ
ジェは、グラウンドまでの動線上に設置され
ている。また、オブジェ近くを通る学年は M
小 1 学年だけだが、U 小では 2 学年分の児童
が装置付近を通る。U 小の中庭は鬼ごっこで
も通り抜ける場面があり、児童に馴染みのあ
る場所だと考えられる。児童が他の児童を認
識できる場所に装置を設置することが有効
であると考えられる。	 
■まとめ	 
空間装置は児童同士のアクティビティの拠
り所でもあり、交流を促す場となる。さらに
ランドセル棚等の家具と組み合わせること
で元々の機能以上の役割をもつほか教師の
家具配置の拠り所にもなる。また、空間装置
は、児童の動線および、教師の家具の設置に
も影響を与える。加えて、空間装置の利用は
児童の日常生活の動線に影響を受けるため、
空間装置は児童が日常的に使う水道やトイ
レ等の設備との配置関係を強く意識し、配置
計画をたてることが重要となる。	 
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